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.."_"｡;とした私の心は見透かされてしまいました。
｢AURA」がある人とは、こういう方をいうのだ！

さすが1神様にお仕えする方は偉い人だと思いました。

神宮‘描暦によると、私は九紫火星生まれです。平成

12年は、九紫火星は中宮に回座します。中宮は易の

｢太極」を仮託することから「帝王の座」とl1yび、中

央、 ':|'心を意味する宮ですC "太極”とは、天地陰|場

いまだ分からず、混沌としていた最古の星雲ll手代に、

これからあらゆるものを生成しようと鼓動していた

『大元気』を示す。このような半から、 「|~i宮には中

心・全休・灼熱・冷却・衰滅・破壊・生死といった象

意があり、俗に“八方塞がり”などとll平んで恐れられ

ているようです。

Y4rl:}:l宮司様、私をやさしく導いてくださるようお伽
いします。

今日は2000年のⅡ ．02月02日のⅡ．Ⅱと、零と弐の

組み合わせです。私達は、心を「零」つまり「無」に

して、 「人の一倍」つまり「人並み」ではなく二倍に

なるようお互いが助け合い心身ともに磨きあげられる

よう努力したいと思います。
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囹出席報告

会貝 70(66)名 川ル!iリ ′12名

出)ﾊﾘ率 63.6'1%

前々lu1 1月181 1 (修II洲A'if率)98./18%

囹ビジター数(2/1) 65名

囮ケスト紹介

米II1奨学生 ウディン・エムディ ・ザイール掛

囹紙面の都合上、ニコボックスは次回掲載と致します。

～

|青山職業奉仕委員長挨拶’
囹講話 会員吉田玄君

(城山八1階宮宮司）
本日は多数のご出職ありがとうございます。

先税、吉田宮iTI様にお祓いをして1頁きましたので、

占いものは払って、新しい冊を招き入れ良い年を過ご

して頂きたいと思います．
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伊豫田副幹事報告

1 . 2月3F1体)ライラセミナー分科会打ち合わせ会を

4時よりメゾンブランシ1にて|ﾙl雌致しますので旧

当者はご川職下さい。
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‘|画例の節分会を吉|:M宮司様のお'剛1『りにより城II1八

幡宮において|＃l雌できるiliに感iill'l 'しI言げます。

昨年は勝手なお願いばかりしていましたから、宮同I

様には内絲で年末にこそつとお札を納めに参りまし

た。その']は人変よくllifれたl lで太|甥の光がまぶしく

感じました。偶然11玄|鼻lから'二I装束姿の符Iil様がお,11.1

ましになり、一||舜！ |恩れ様かと思いましたが、金縛り

に辿ったように動けず、光に映えた典''1な宮司様は巨

人な向天狗のように見え、私にかけられたﾉ肘は111彦の

ように群きわたり、 尚もなく近づいてみえました。

本日はようこそご参拝を頂き、そしてこの末森城へ

お越しを頂きました。

当宮はその名の通り、お城であった山の上にありま

すから城l_1.1八幡宮といわれる訳ですが、本日はこの織

田家ゆかりの末森城の事をご紹介したいと思います。

時代をさかのぼってみたいと思います。

まず100年前です。 1900年、明治33年、明治後期。

総理は1 11県有川、末森城の姿は残っておりません。

また100年さかのぼります。 1800年、寛政12年、江
戸後期。 11代将電家斉、老｢|'松平定信による寛政の改
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本紙懲鯉臘繊詮純朋｜しでお'りま守。泰年癌会長デーマ 温故知新～古き巻だずねや新し巻巻知織一



2ｲ|接の永除元年(1558年) 12H211、信行はlｿ:の

|川御前と共に、病と称する信長に清洲城へ呼び寄せ

られ、流洲城|ﾉﾘで信長の家臣に謀殺されたと低えられ

ています

又、 |!;lil'l身に殺されたとか、或いは切腹させられ

たと（う説もあります。

この,脚'|息の喪には、柴1I1勝家の信長への通報があっ

た様です。

しかし、備長にとって尾張の地を|占|めるkで雌も

やっかいなｲ;IIfがこの実弟の随行でありました。

ifを失った末森城は廃城となり、城跡には神社だけ

が残されました。

この城跡の巾|!社と、 この城から200mも離れていな

い隣のl l lの八ll榊封とが合祀されて今の城山八IIIW{と

なったI沢です。

,'iiiかな夜、耳を澄ますと今も信秀、 上III御lii、 ii;行、

柴|||勝家、佐久間兄弟、そしてこの城で戦11ilの妙を柵

いた箭達の岡の声が森の中に聞こえてくるようです。

今| | 、 イ<森城の由来を聞かれて、何か胸騒ぎを感じ

た方はいらっしゃらないでしょうか。

人がその人′|§で関わる人間とは、その人碓だけの|奥I

わりではないといいます。もしかすると、符さんも私

も小I()fIIIji、この未森の城で、何かの関わりを持って

いたのかもしれません。

その涛えは、私たちI当l身の内にあります。

このｲ<森の城跡でその記憶の|祈片を少しでも感じる

,IMができれば、素晴らしい時間になると思います。

今| |は御神澗と、そして新穀で雛造され新宵祭で神

様にお供えされた'内.雌い濁り洲とを八'附宮で川怠致し

ましたのでどうぞ允分お召しl苦がり膜き、ゆっくりと

お過ごし卜．さい。

域が・段藩した頃です。

100年さかのぼります。 1700年、元禄13年、江戸1 l !

期 5代将軍綱古の時代です。浅野内匠蚊艮矩と占良

上野介侭火との刃傷事件の1年前です。

もう100年さかのぼります。 1600年、慶長5年、安

IMIII時代末期。秀占が死に、関ヶ原の合戦でｲill l :

成が柵殺されました。城は大変に傷んで、廃嘘となっ

ております．

それから小1年さかのぼります。ル14年前、弘治2年

(1556年）です。宝llll.後ﾘﾘI (戦国時代) 13代足ﾎ11義茄|i

が将'' liのllf代です。ここは織1II信行公が城12である永

森城の!''だと想像して卜さい。

今| |は弘流2ｲ|:.8月231 1です。この水森の城は、 9

年前の天文16年(1547年)、信優の父である織I1111;"

公が築いた城です。

しかし、 16椎での'だ椎を握っていた織u｣信秀も7年

前の天文18年(15'19年）に亡くなりました。

li予秀の家併は偏長がついで清洲城にいます

ここイ<森城は陥秀の死後．信長の弟i奇行が伽ぎ、 ｜リ

の上lll御前と共におります。

｜‘;秀の家lli、林佐渡守迩勝、美作守迪具、柴H･l勝家

たちも、 I!汀｣葛と共にこの末森の城にいます“

弘治2年811231 1の夜､fです。雨が降っています。

神l 111のifiは水森城本丸です。

本丸の〃が職の支度で騒がしくなっています。

実はこのｲ<森から約7km程山北の、 ljv区、 l･fIﾉﾘ川

(小ll ljl:川）橘近くに僧奨が築いた名塚の城を攻めよ

うとして約2()00人ｲ111が集まっている最' | 'です。

li;秀のﾀﾋ後、その家朏~i達は、 うつけと云われた腋艮

を廃嫡し、 ,'1『りllllLい秀才型の信行を立てようとし

て、ついに兄弟が価突したのです。

8月2'1 1 1 1ﾘlけ〃、柴||-|勝家の兵は消水から安井、成

蹴群を通ってI)Wに進み、名塚城へ迫っています。

林美作守の兵は邪1li卿城から浄心を通り北へ向か

い、 これも名塚城へ迫っています。

椚塚の城は東に柴II1勢、南に林勢に|刑まれました｡

勿論、この様fは清洲の僑長にも伝わっています“

信長勢は唯|ﾉ1川の北の坂j|戸まできていますが、 ｜洞

の為のj帥水で川を波るのに稗労し、夜明け前になって

やっと裕塚に到ｲfしました。

名塚城の城･iiは佐久間人学です。

300の佐久|Al勢、 l()00の信長勢が、 2000の柴111勢、

70()の林糾とぶつかっています。

約､|を分のi;及勢ですが激戦の末、なんと林美作j：

は偏艇にII!I:.l礎討ち取られてしまい、完全に信艮の勝ち

戦になってしまいました。

1I;腿はここｲ<森を包lll:1しましたが、蹄の土田御前の

ll!災噸を入れ71'i洲にﾘ1}りました。

所柵稲ﾉ'1がIjiの合戦です。

・社の城を持っていた柴閉は、信行に報岱の後、 711i

洲城に向かい、 ｜,;長に{!_;行の助命を暎願しました。

此度の'l＃は、 |!|分と林美作守の独断で、信行は知ら

ぬ'l$としたのです『

鰈通ならばllll雁に筒をはねる信長が何故かこの時は

勝家をI;1:しています

この11＃から勝家は崎行にi lえながら、信長の忠臣と

なった様です

I1;行、勝家、林が謝罪し、蹄の土111御前からの願い

もあって|,;瞳は一・応隔行を許しました。

しかし、 {I:1j,は|1苛長に対してi'jび対抗したと云われ

ています“

－

節分祈祷・追灘式・豆打ち

へ

お祓い後は人人神前に張叩を捧げ年の無ﾘ丙,、

災を祈排した後は、夜窄に向かって,師らかにu1.1.ち、
人心』うい

またIIII:会、夕食会へと続きました。

~､~､~､~､~･麻 雀 会､~､~､へ~､~､,､~、

於：松棚|#1 1/27(4〈）

RANK NAME MARK

艇勝 山本頃輔 +57.600

2 位 松居敬を +11.6()()

3 位 秋山茂則 +8.900

B B 森 幸一 -32,200

（参加首 8名）
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錫次回例会（2月15日）

キャンヘルプタイランドについて
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